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名古屋発！
低炭素型買い物・販売・生産システムの実現

JST名古屋プロジェクト （研究代表：永田潤子）

流通
販売者
（売り手）

生産者
（作り手）

消費者
（買い手）

低炭素型商品の販売・普及
低炭素型店舗の構築

低炭素型商品の選択・応援
低炭素型買い物行動の実践

低炭素型商品の
開発・CSR

地域への広がり

低炭素型ライフスタイル
（衣食住・移動など）への転換

都市

中山間地域
支え合いによる
CO2排出量削減
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課題解決へのアプローチ

『地域に根ざした脱温暖化推進シナリオの開発』

川下（消費者）の購買行
動変容とその波及効果
川下（消費者）の購買行
動変容とその波及効果

消費者、流通販売者、生
産者が相互学習を行う
プラットフォームやコミュニ

ティを構築する手法

消費者、流通販売者、生
産者が相互学習を行う
プラットフォームやコミュニ

ティを構築する手法

消費者が共感する低炭
素型のおかいものやライ
フスタイルの要素の抽出

消費者が共感する低炭
素型のおかいものやライ
フスタイルの要素の抽出

リサーチャーズクラブによる消費者と流通の相互学習のプラットフォーム構築と
消費者目線でのアプローチ（店舗での社会実験を通じて）

消費者リーダー養成講座を通じて川下（消費者）から流通販売等と対話を
促進できる人材に必要な知見やスキルの集約

Facebookによる消費者と生産者を中心としたコミュニティ構築実験
（リアルなリサーチャーズクラブとの比較を含む。）

生活レシピの作成等を通じ、消費者の購買に影響を与える暮らしの中の価値を
変えていくキーワードやアプローチ方法の検討
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消費者を起点に、三者のつながり

1. リサーチャーズクラブによるプラットフォーム構築
2. 消費者リーダー育成講座による対話を促進できる消費者養成の知見の検討
3. Facebookによるコミュニティ構築実験

4. 生活レシピによる購買行動を影響をあたえる、生活の中の価値や要素、アプ
ローチの抽出

流通販売者

生活レシピ
【消費者】

相互学習

リサーチャーズクラブ
【消費者＋流通販売者】

Facebook
【消費者＋流通販売者＋生産者】

生産者

消費者

消費者リーダー育成講座

【消費者＋流通販売者＋生産者】
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リサーチャーズクラブによる
相互学習のプラットフォーム構築

• 消費者と流通販売者の二者の相互学習
– 平成22年度：スーパーマーケット（ユニー）

– 平成23年度：百貨店（ジェイアール東海髙島屋）

– 平成24年度：リサーチャーズクラブの中で明らかに
なった課題について社会実験を実施

流通販売者

相互学習

リサーチャーズクラブ
【消費者＋流通販売者】

流通販売者と消費者の対話と相互学習

消費者
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「リサーチャーズクラブ」とは
 流通販売者と消費者の相互学習により、よりよい買いものを目指す場

 月1回程度のミーティングを開き、消費者の目線で「心地よいくらし」と「低炭
素社会」を両立させるおかいものについて話し合い、情報表示などを検討

 1年目は、最も身近なおかいものの場であるスーパーマーケットと協働

 2年目は、女性にとって関心の高いおかいものの場であり、包装も「サービ
ス」の一環として求められる等、環境取り組みが進みにくい百貨店と協働
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百貨店
・協働企業：(株)ジェイアール東海髙島屋様
・活動期間：2011年5月～2011年12月
・メンバー ：女性生活者12名
・テーマ ：適正包装、お買いもの基準

消費者

流通
販売者
ｽｰﾊﾟｰ
百貨店

ﾘｻｰﾁｬｰｽﾞ
ｸﾗﾌﾞ
（ＲＣ）

応募・選抜

情報発信

スーパーマーケット
・協働企業：ユニー(株)様
・活動期間：2010年9月～2011年3月
・メンバー ：女性生活者18名
・テーマ ：容器包装、エコ商品・PB商品、野菜 5

おかいもの革命！リサーチャーズクラブ
～消費者の関心から３つのテーマWGで活動～

野菜 レシピ

鮮度

品質値段

サービス

売り方

肉・魚

旬

惣菜

健康

こだわり

廃棄

トレイ等 ゴミ・
リサイクル

エコ商品 ＰＢ商品
設備

日用品 衣料品

回収方法削減 その他

情報表示
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① ②

③
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① 店舗でのデモンストレーション（容器包装WG）
食品の2重包装・シンプル包装の推奨
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② 店舗でのデモンストレーション（エコ商品WG)
エコ商品・PB商品のお試し結果の発信及びPR
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③ 店舗でのデモンストレーション（食卓エコWG）
野菜の低炭素型購買実証実験

（白菜・ねぎ・ブロッコリー・ほうれんそう・キャベツ）

-500 

0 

500 

1000 

1500 

2000 

2500 

3000 

平成23年増加数量（個）

-200 

-100 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

平成23年増加CO2排出量（kg）

•旬野菜のおいしい食べ方
や保存方法をリサーチャー
ズクラブの生声として表示

デモンストレー
ション

デモンストレー
ション

•実験実施店舗の売上分を、全て
愛知県産と仮定して計算

•地元産野菜は輸送距離が短いた
め、売上増加でもCO2排出量減を
実現

分析分析

•一年中、地元の旬野菜を
入手することは不可能

•価格・美味しさなど他の要
素とのバランス

今後の展開と
課題

今後の展開と
課題

前年度比売上数量（個） 前年度比CO2排出量（Kg）
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リサーチャーズクラブ
（相互学習を通じて）
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【ユニー㈱ 担当者の生声】

「お客様に十分伝えていると思っていたが
こんなにも伝わっていなかったのか・・」

「お客様が求めている情報と、こちらが
伝えている情報にギャップがある。」

「『環境』を本業の中にどう取り込んでいくか
経営課題として検討しなければいけない。」10

リサーチャーズクラブでの成果を踏まえ
新たな展開へ

• 消費者目線での情報表示により、買い手である消費者の理解や共感が生まれ、購
買が変わる。
→ 商品やサービスの購買に変化が現れる可能性。

但し、実験の時期を考慮し、24年度末に再実験予定。

・ 環境に配慮した生産、流通の取り組みを、消費者との対話によって加速できることが
期待される

→（23・24年度の４つの取り組みへと展開）
Ⅰ 消費者の関心が高かった容器包装のうち、流通販売者が取り
組んでいるノントレイの包装「リーフパック」をターゲットに、
リサーチャーズクラブの活動を発展

Ⅱ 異なる業態の流通販売者として、女性にとってもう一つの「おかいも
の」の場であり、スーパーマーケットに比べて環境の取り組みが
進みにくい「百貨店」でも展開

Ⅲ 今後、リサーチャーズというプラットホームを普及するためには、
流通販売者等と対話できる消費者リーダーの育成の必要性

Ⅳ 更に、時間や距離に制約のないバーチャルな場での三者での相互学習や
コミュニティの構築の可能性の検証。
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Ⅰ 容器包装（リーフパック）取り組み

• 食品トレイに代わる環境配慮型の新しい
容器包装「リーフパック」

• 環境省データによると、食品トレイに比べ、ＣＯ２
排出量は約半分！

（参考：官房廃棄物・リサイクル対策部企画課 循環型社会推進室）

ポイント１
ごみが減る

ポイント2
冷蔵庫で

かさばらない

ポイント３
まな板がわり
に使える
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掲示した消費者発信のPOP3種

横長POP

POP ATパネル
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• リーフパック購入者の意見
＜リーフパック購入の理由＞

トレイレス調査2012
インタビュー調査結果

リーフパック購入理由

0%

29%

3%

6%

12%

50%

欲しい商品だった

美味しそうだった

POPを見て

その他　　

リーフパックが良かった

他の商品を買いに来たが説明を聞いて買った

かさばらなそうだったから

食品カゴの中でコンパクトだから

インタビューを聞いて初めて見ていいと思った

冷凍できる。まな板がわりになる

リーフパックが良かった理由

ごみがかさばらないから

トレイを捨てなくていいし、リーフパックは少量なので量が少なくてよいと思った。

まな板がわり、ごみが少ないというのを見てよいと思った

資源にやさしいから

まな板がわりになるのが便利そう

1人分(夫の分)しか買わないので

ちょうど良い量だった

ゴミにならない。今日持ってきたエコバッグが小さいので、かさばらないのがいいと思った。

ごみが減るから

ごみが少ないから

処分するのが楽。そのまま冷凍できる。環境に良い

ごみが少ない
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Ⅱ 百貨店でのリサーチャーズクラブ
（適正包装の推進）
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適正包装の推進

•表示の改善により、お客さまからの「袋不要」のお申し出の数は
増加傾向にある（現在実験中）

•今後は、包装削減へのインセンティブを取り入れた社会実験の
実施も検討中 16

Ⅱ 百貨店でのリサーチャーズクラブ

（おかいもの基準の作成）

リサーチャーズクラブが考える「おかいもの基準」

1. お客様（みんな）から広く支持されているもの
2. 美味しく栄養価のある料理ができるもの
3. メンテナンスが容易で長持ちするもの
4. 短時間で料理ができ、省エネを実現するもの
5. ひとつのキッチングッズで様々な調理に応用できる

使い回しができるもの

商品を選ぶ際の参考情報を
タブレットを用いて紹介予定

・実際に商品を使用した意見
・お客様から多い質問

・リサーチャーズクラブが考えた「お
かいもの基準」

どんな商品を
選べばよいか
わからない

販売員さんに
声をかけにくい

自分に合った商品、良
い商品を選んで長く使
うことによって、環境に
もお財布にも優しいお
かいものが実現可能

消費者の声
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Ⅲ 消費者リーダー育成講座
による知見の検証

• 消費者リーダー育成講座の実施を通して、リサーチャーズ
クラブのプラットフォームを構築するための知見、流通販売
等と対話できる消費者に必要なスキル等の知見を得る

流通販売者
生産者

消費者

消費者 消費者

消費者リーダー育成講座

【消費者＋流通販売者＋生産者】
流通販売者や生産者との対話の場を消費者に提
供するとともに、消費者意識の醸成方法を検証
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なごや環境大学の開催
2011年後期・2012年後期

• リサーチャーズクラブのコンパクト版

• 流通販売者、生産者との対話の機会を設け、
相互学習に必要な要素を抽出

流通販売者の
リサイクル

バイオマスプラ
スチックの活用

お店に対する
意見・疑問
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Ⅳ Facebookによる相互学習・
コミュニティ構築実験

（対話の拡大、生産者の巻き込み）

• リアルの場で行うリサーチャーズクラブの限界を補う
ため、時間と場所と問わずに参加可能な対話のプラッ
トフォームとしてFacebookによるコミュニティを構築

流通販売者

Facebook
【消費者＋流通販売者＋生産者】
生産者も巻き込んだプラットフォーム構築、

消費者間の緩やかなお買いものコミュニティ形成

生産者

消費者

消費者 消費者
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「旬野菜」「伝統調味料」をテーマに
コミュニティ構築の実験

フェースブック上に、愛知県産の食材（調味料を含む）をテーマにした
コミュニケーションの場を立ち上げる。

愛知県は
温暖な気候による

日本有数の
農業地帯

伝統的な醸造技術を活かした
味噌・しょうゆ・みりん・酢

などの発酵製品の
生産が盛ん

新鮮な愛知県産の旬野菜 伝統的な発酵調味料

・生産時のエネルギー負荷が低い
・輸送によるエネルギー負荷が低い
・旬野菜は栄養価が高いものが多い

・食文化の見直し
・健康
・輸送によるエネルギー負荷が低い

×

この食生活を広げていくために・・・
買い手・売り手・作り手の距離を縮める、ゆるやかなコミュニティをつくり、「愛知県産の食
材」をテーマに相互に対話をしながら知識を深めることで、結果的に愛知県産の食材を選ぶ消
費者を増やしていくことができないか。 21

「彩食健美さんのあいちごはん」
レシピコンテストの開催

• 愛知県産の旬の野菜と調味料をテーマにレシピコンテストを開催

• レシピコンテストというテーマに関して、消費者、生産者、流通販売者、料
理の専門家等のコミュニケーションを観測

◆参加人数
•消費者 8名（第二回は11名）
•生産者（農家、調味料メーカー等） 3者
•流通販売者 1者
•専門家（料理家、栄養士） 2名

◆参加者の声

・現実では、生産者の方にちょっとした疑問
を聞く機会はないので、SNSはよいと思った。
・Facebookを目にすることで、地元産の野菜
や調味料を意識して購入するようになった。
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生活レシピで心地よい暮らしから
低炭素型ライフスタイルを実現

• 「おかいもの」は個人の価値観の表現

• 暮らしの中の価値を見直すことから「おかいも
の」を変えることが重要

流通販売者

生活レシピ
【消費者】

心地よい暮らしから
低炭素型ライフスタイルを実現

相互学習

生産者 農協

消費者

・ハウツー集ではなく、タレントや料理研究家など魅力的な女性の暮らしを紹介する
中で環境配慮につながるレシピを作成。
→ モニター調査を実施し、暮らしの価値を変えるキーワードや表現方法を検証中。23

消費者との関係性の分断の問題

▲CO2@ 総量 CO2

食品トレイ ・・・ ・・・

施設トマト ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

@ 総量 CO2

ノントレイ ・・・ ・・・

露地トマト ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

現在の商品、サービス 2050年の商品、サービス

消費者

「「環境」は大事だと
理解はしているが、そ
れだけでは買わない

「共感し自分ごと
化」すれば購入する

流通販売者

生産者・メーカー

低炭素型の商品や
サービスは、消費者に
は受け入れられない？

選んでもらえるか

わからない商品・サービ
スは導入しづらい・・・

関係性が分断され、対話できていないことがボトルネックに

24



▲CO2

社会実験とシナリオの関係性

価格 量 CO2

食品トレイ ・・・ ・・・

施設トマト ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

価格 量 CO2

ノントレイ ・・・ ・・・

露地トマト ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・

現在の家計のCO2排出量 2050年の家計のCO2排出量工
学
的
技
術
要
素

人
的
・
社
会
的
技
術
要
素

移行する際のボトルネック（例）
・ノントレイの生産量確保
・メーカーの利益確保

・消費者への情報提供
・消費者の選択行動を変更

×

リサーチャーズ
クラブ

※Facebookによる生産者・流通・消費者のコミュニティも、ボトルネックを解決するプラットフォームになる可能性あり
※生活レシピは、消費者のライフスタイルに影響を与え人的・社会的技術要素として機能する可能性あり

本PJにおいて検証した実証データ以外にも、
家計の「消費財」の項目におけるCO2排量目で削減できる可能性あり

＝CO2削減効果（▲CO2／現在→2050年）

消費者と流通販売者がRCというプラットフォームにお

いて相互学習を行うことにより、環境に配慮したおか
いものへ移行する際のボトルネックの解消に寄与、

流通販売者や生産者の環境配慮取り組みを加速
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今後の課題

• 社会実験の再実施（震災の影響があったた
め）

• CO2排出に関するデータの整理

• 社会実験の成果をもとに、おかいもの全体の
CO2削減を求めていくシナリオの構築
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